
（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00141

事務事業名称 まちの湯ふれあい入浴 款 04 項 01 目 02 事業 010 整理番号 155

現担当課名 高齢者施策課 係名 いきがい活動支援係 1164 155

既定事業

事業開始 昭和49年度

上位施策No・施策名 13 高齢者の社会参加の支援 予算事業区分

令和元年度
高齢者施策課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
入浴事業は65歳以上の区民と付添者、健康事業は60歳以
上の区民

根拠
法令
等

（１） 老人福祉法第4条第1項及び第13条第1項

（２） 杉並区ふれあい入浴実施要綱
杉並区まちの湯健康事業実施要綱

○ふれあい入浴を利用することにより、公衆浴場が、高
齢者同士の親睦を深め、社会参加や交流を広げることが
できる憩いの場となるようにする。
○まちの湯健康事業に高齢者が参加することを通じて、
リフレッシュはもとより、健康増進が図られ、介護予防
につながるようにする。

指標名（１） ふれあい入浴年間実施回数

指標説明

指標名（２） まちの湯健康事業年間実施回数

指標説明
○ふれあい入浴：毎週水曜日（一部火曜日）に各浴
場の決められた時間帯（2時間）を低価格（ワンコ
イン）で開放する。
○まちの湯健康事業：月1～2回、手ぬぐい体操など
の健康事業を行う。実施後、参加者は低価格（ワン
コイン）で入浴できる。本事業は、長寿応援ポイン
ト対象事業である。

指標名（１）
ふれあい入浴年間延べ利用者数

指標説明

指標名（２）
まちの湯健康事業年間延べ参加者数

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 回 1,008 1,037 994 1,026 939 1,005 91.5 92.4

活動指標（２） 2 回 262 275 253 260 239 270 91.9

成果指標（１） 3 人 65,038 72,800 61,549 69,000 56,215 65,000 81.5

成果指標（２） 4 人 4,130 4,500 3,890 4,300 3,377 4,000 78.5

事業費 5 千円 39,267 40,615 38,546 39,851 36,841 41,750
特記事項

0 0 0

39,831

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 39,209 40,595 38,531 36,828 41,608

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.30 0.30 0.30 0.20 0.25 0.20

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 2,577 2,577 1,330 887 1,125 900

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 41,844 43,192 39,876 40,738 37,966 42,650

単位当たりコスト
13 円 41,512 41,651 40,117 39,706 40,432 42,438

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 3,505 4,055 3,442 3,790 3,411 3,443

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 3,505 4,055 3,442 3,790 3,411 3,443

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 38,339 39,137 36,434 36,948 34,555 39,207

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 155

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

ふれあい入浴の実施 939 回 30,805

まちの湯健康事業の実施 239 回 6,024

その他（ チラシ作成ほか ） 12

事業実績

　ふれあい入浴の実施浴場数は、平成22年度の31か所から少しずつ減少し、令和元年度は20か所でし
た。1回あたりの平均利用者数は、平成26年度から令和元年度まで、64.4人、64.4人、65.1人、64.5
人、61.9人、59.9人です。
　まちの湯健康事業の実施浴場数は、平成22年度の22か所から減少し、令和元年度は14か所でした。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　区内の公衆浴場は、昭和49年度の111か所から減少し続けて、令和元年度は20か所になりました。
　ふれあい入浴については、「自宅にお風呂があっても、銭湯のほうが気持ちよい」「風呂掃除が辛
くなったので有り難い」「高齢者同士で健康の確認をしあいながら、世間話ができて楽しい」「通院
日等と重なり、指定の曜日・時間帯に行くことは難しい」などの声が寄せられています。
　まちの湯健康事業は、「参加者の多い日は、体操に必要なスペースを確保できない」との声もあり
ます。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　ふれあい入浴は、実施浴場数の減少により、利用人数も減少しています。利用日時を限定した現在
の実施方法（週1回2時間）では、新型コロナウィルス感染症に対して利用者の安全性が確保できない
ため、利用者を分散させるよう工夫して実施していきます。
　まちの湯健康事業は、リピーターを含む参加者の増加により、希望者全員の受け入れや、安全な事
業実施が困難になる傾向にあります。安全性の確保や新型コロナウィルス感染症対策として、各浴場
での適切な利用定員で実施します。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　ふれあい入浴は、浴場の臨時休業等にともない、実施回数が減る場合があります。利用者数につい
ては、天候等により増減があります。
　ふれあい入浴・まちの湯健康事業ともに令和2年3月は、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点
から事業を中止しました。

評価と課題

　ふれあい入浴は、利用日時を限定した実施方法（週1回2時間）であり、利用者の密集を避けるため
令和2年3月は事業が実施できませんでした。実施に向けて利用の集中をさせない新しい方法を検討し
ます。
　まちの湯健康事業は、限られた利用者が複数か所の浴場に参加していることが、混雑の原因にもな
っていることから、安全に事業を実施するための利用定員の見直しを図ります。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　ふれあい入浴については、高齢者の交流を広げ、憩いの場を提供するという事業目的に則しつつ、
安全確保のため参加者が分散するよう運営方法を見直します。
　浴場の脱衣場を活用したまちの湯健康事業は、利用者の安全確保のため利用定員の見直しを行いま
す。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00142

事務事業名称 風呂っと杉並 款 04 項 01 目 02 事業 011 整理番号 156

現担当課名 高齢者施策課 係名 いきがい活動支援係 1164 156

既定事業

事業開始 平成13年度

上位施策No・施策名 13 高齢者の社会参加の支援 予算事業区分

令和元年度
高齢者施策課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
60歳以上の区民
（平成26年度より、対象年齢を「50歳以上」から「60歳
以上」に変更）

根拠
法令
等

（１） 杉並区風呂っと杉並事業補助金交付要綱

（２） 杉並区風呂っと杉並事業補助金補助基準

○公衆浴場を、健康増進や生きがいを目的とした60歳以
上の高齢者の自主グループに開放することで、高齢者の
活動・交流を推進していく。

指標名（１） 風呂っと杉並事業を実施する浴場数

指標説明

指標名（２）

指標説明
○区内の公衆浴場を60歳以上4名以上のグループに
有料（利用料は浴場によって異なる）で開放し、自
主的な活動や交流の拠点とする風呂っと杉並事業（
杉並浴場組合自主事業）に要する経費について、運
営費を助成する。

指標名（１）
年間実施回数

指標説明

指標名（２）
年間延べ利用人数

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 所 9 10 7 10 8 10 80.0 76.4

活動指標（２） 2

成果指標（１） 3 回 348 360 341 348 261 348 75.0

成果指標（２） 4 人 2,182 2,520 2,200 2,436 1,635 2,436 67.1

事業費 5 千円 3,432 3,545 3,431 3,545 2,709 3,545
特記事項

年間を通して実施回数
が減少し、さらに令和
２年３月は新型コロナ
ウイルス感染防止対策
のため、事業を中止し
たことから、事業費が
減少しました。

0 0 0

0

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 0 0 0 0 0

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.20 0.20 0.20 0.20 0.25 0.20

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 1,718 1,718 887 887 1,125 900

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 5,150 5,263 4,318 4,432 3,834 4,445

単位当たりコスト
13 円 572,222 526,300 616,857 443,200 479,250 444,500

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 1,773 1,772 1,772 1,772 1,772 1,772

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 1,773 1,772 1,772 1,772 1,772 1,772

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 3,377 3,491 2,546 2,660 2,062 2,673

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 156

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

風呂っと杉並運営費補助 8 所 2,709

その他（ ）

事業実績

　令和元年度は、8浴場で全261回実施しました。各浴場で月0～8回の利用があり、内容は主に体操・
ヨガ・ゲーム・民謡・手芸等です。
　新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、令和2年3月の事業は中止しました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　本事業が開始された平成13年度は、区内公衆浴場が56か所ありましたが、令和元年度は20か所にな
りました。
　実施浴場数は、事業開始当時は15か所でしたが、平成20年度からは9か所程度を推移して令和元年
度は8か所でした。
　登録団体には好評です。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　令和元年度までは、登録団体が継続して利用出来る仕組みのため、利用ごとに「利用申込書・報告
書」の提出を前提とした方法に変更していきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　各浴場の実施回数には差があり、利用実態がつかみにくいため、令和元年度評価から成果指標を変
更しました。浴場組合の年間実施回数と年間延べ利用者数により、事業実績を示します。
　令和2年3月は、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から事業を中止しました。

評価と課題

　登録団体の固定化を防ぐため、健康増進を目的とした高齢者団体の活動に利用できる事業であるこ
とを広く周知していく必要性があり、浴場組合とともに効果的な周知方法を検討します。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　活動の場を求める高齢者団体に対して、浴場の開放日時など案内を具体的に示し、風呂っと事業の
新規の利用申込につなげていきます。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00143

事務事業名称 いきいきクラブの支援 款 04 項 01 目 02 事業 012 整理番号 157

現担当課名 高齢者施策課 係名 いきがい活動支援係 1164 157

既定事業

事業開始 昭和33年度 実行計画事業 目標 04

上位施策No・施策名 13 高齢者の社会参加の支援 予算事業区分

令和元年度
高齢者施策課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 13 計画事業 01

杉並区いきいきクラブ
杉並区いきいきクラブ連合会

根拠
法令
等

（１） 老人福祉法第4条、第13条第2項

（２） 杉並区いきいきクラブ助成要綱

○クラブ会員一人ひとりが社会貢献活動やいきがい活動
を積極的に行い、高齢期をいきいき元気に生活できるよ
うにする。
○いきいきクラブ及びいきいきクラブ連合会の活動の活
性化を推進し、会員増加を支援する。

指標名（１） いきいきクラブ加入者数

指標説明

指標名（２）

指標説明
○いきいきクラブが実施する社会奉仕活動・友愛活
動・健康増進活動・生きがい活動等のクラブ活動に
対して、各クラブの会員数に応じて、助成する。
○いきいきクラブ連合会及び地区連合会が実施する
福祉大会・スポーツ大会・健康づくり教室等の事業
に対して、助成する。

指標名（１）
いきいきクラブ加入率

指標説明 いきいきクラブ加入者数÷60歳以上の人口（当該年度4
月1日現在）

指標名（２）
１か月の社会奉仕活動回数（クラブ当たり）

指標説明 社会奉仕活動回数÷全クラブ数÷12月

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 人 5,376 5,400 5,356 5,200 5,185 5,000 99.7 94.7

活動指標（２） 2

成果指標（１） 3 ％ 3.7 3.9 3.6 3.6 3.5 3.4 97.2

成果指標（２） 4 回 11.7 12 10.8 12 8.9 12 74.2

事業費 5 千円 22,802 24,026 22,822 23,988 22,718 23,930
特記事項

0 0 0

20

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 20 19 19 20 20

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 1.50 1.00 1.10 1.00 1.10 1.10

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 12,887 8,591 9,269 6,830 7,902 7,902

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 35,689 32,617 32,091 30,818 30,620 31,832

単位当たりコスト
13 円 6,639 6,040 5,992 5,927 5,905 6,366

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 2,451 2,602 2,447 2,631 2,505 2,626

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 2,451 2,602 2,447 2,631 2,505 2,626

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 33,238 30,015 29,644 28,187 28,115 29,206

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 157

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

いきいきクラブ助成（いきいきクラブ連合会 1・各いきいきクラブ 67） 68 団体 22,170

福祉大会・都市交流等事業 1 団体 500

その他（ 旅費の支給、連絡用郵券の購入ほか ） 48

事業実績

　いきいきクラブ（67クラブ)が、社会奉仕活動や友愛活動（7,155回）、健康増進活動（7,540回）
、いきがいを高める活動（7,635回）を実施しました。
　いきいきクラブ連合会及び地区連合会で、福祉大会7回、スポーツ大会7回、健康づくり事業9回、
東吾妻町とのグランドゴルフ大会による交流懇談会等を実施しました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　昭和33年度、3クラブで開始し、平成5年度に会員数のピーク（12,071人）、平成10年度にクラブ
数のピーク（100クラブ）となりました。令和元年度は、66クラブ、会員数5,185人です。
　高齢者人口は年々増加していますが、新規加入者より退会者が多くクラブ数及び会員数は年々減少
しています。
　会員からは、「生きがい活動を楽しんでいる。」という声や、「健康づくり教室は参考になった。
」という意見などがあります。一方、会員の高齢化が進み、「区やいきいきクラブ連合会への提出書
類の作成が困難になってきている。また、役員の後継者がなく困っている。」という声もあります。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　老人クラブ加入者の減少は全国的な傾向となっており、区でもいきいきクラブ加入者数の減少と、
それに伴う活動の縮小が予測されます。
　高齢化が進む中で、活動の継続と活性化を推進して会員増加を図るため、いきいきクラブ及びいき
いきクラブ連合会に対する支援を継続していきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　いきいきクラブ加入者数及び加入率の目標未達の要因は、就業卒業年齢の上昇や高齢者の居場所の
多様化による新規加入者の減少や、既存会員の高齢化による退会者数の増加にあると推定されます。
　１か月の社会奉仕活動回数（クラブ当たり）の目標未達の要因は、会員数の減少による活動の衰退
化と、新型コロナウイルス感染症の拡大による活動自粛によるものと推定されます。

評価と課題

　いきいきクラブは、社会奉仕活動や健康増進活動、いきがい活動を通じて、高齢者の社会参加に一
定の成果をあげてきました。しかし、高齢者人口は年々増加しているにも関わらず、会員数の減少や
高齢化が進んでおり、活動回数も減少傾向にあります。
　より一層ボランティアや友愛活動など地域の支えあいにつながる活動や、会員以外も参加できる行
事の企画を推進し、いきいきクラブの魅力を地域の高齢者に発信する取組に対する支援を行うことで
、新規加入者数の増加と退会者数の減少と、新規クラブ設立の促進を図ります。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　高齢者が、地域の中で様々な活動を通して生きがいを感じ、地域とのつながりや高齢者同士の支え
あいを実感することで充実した日々を送り、地域包括ケアを実現するために、地域の互助組織である
いきいきクラブの存在は必要不可欠です。
　会員の減少や高齢化は進んでいますが、長年続いている活動を助け合いながら継続しているクラブ
や、仲間づくりのための新たな活動を始めるクラブを今後も支援していきます。
　また、後継者が見つからないまま役員が高齢化しているクラブの中で、大きな負担となっている会
計処理や区への提出物の作成について適切な指導や助言を行うことにより、クラブの維持ができるよ
う、支援していきます。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00144

事務事業名称 シルバー人材センター支援 款 04 項 01 目 02 事業 013 整理番号 158

現担当課名 高齢者施策課 係名 いきがい活動支援係 1165 158

既定事業

事業開始 昭和53年度

上位施策No・施策名 13 高齢者の社会参加の支援 予算事業区分

令和元年度
高齢者施策課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
公益社団法人杉並区シルバー人材センター 根拠

法令
等

（１） 高年齢者等の雇用の安定等に関する法律第5条

（２） 杉並区シルバー人材センター補助金交付要綱

○杉並区シルバー人材センターの安定した事業運営を図
り、高齢者が就業等を通して、地域の中で生涯現役で活
躍できるように支援する。

指標名（１） 就業実人員数

指標説明 指標の計画値は、シルバー人材センターの目標値を使用
している。

指標名（２） 年度末現在会員数

指標説明
○杉並区シルバー人材センターの円滑な事業運営の
ため、補助金の交付を行う。

指標名（１）
実契約件数

指標説明 月単位で実績のあった受託件数の累計

指標名（２）
会員の就業率

指標説明 就業実人員数÷年度末現在会員数

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 人 1,949 2,000 1,955 2,050 1,974 2,095 96.3 91.9

活動指標（２） 2 人 2,723 2,750 2,729 2,800 2,697 2,850 96.3

成果指標（１） 3 件 7,760 8,057 7,373 7,841 7,188 7,950 91.7

成果指標（２） 4 ％ 71.6 72.7 71.6 73.2 73.2 73.5 100.0

事業費 5 千円 153,183 151,450 146,923 155,262 142,663 140,134
特記事項

0 0 0

0

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 0 0 0 0 0

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.30 0.30 0.33 0.40 0.40 0.40

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 2,577 2,577 2,781 3,370 3,487 3,487

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 155,760 154,027 149,704 158,632 146,150 143,621

単位当たりコスト
13 円 79,918 77,014 76,575 77,381 74,037 68,554

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 12,495 12,495 12,495 12,495 12,495 12,495

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 12,495 12,495 12,495 12,495 12,495 12,495

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 143,265 141,532 137,209 146,137 133,655 131,126

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 158

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

シルバー人材センター運営助成 142,613

その他（ 負担金の支出ほか ） 50

事業実績

　シルバー人材センターの事業実績は、契約件数7,188件、事業収入876,097千円です。契約件数の内
訳は、有料自転車駐車場管理等の公共事業125件、民間企業の事業670件、独自事業35件、一般家
庭の事業6,342件、労働者派遣事業16件です。労働者派遣事業による契約額は4,770千円と目標を上回
りました。地域貢献活動として「シルバー孫の手」事業は、130件実施しました。
　また、センター創立４０周年記念式典を令和元年11月21日に杉並公会堂で開催しました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　区の総人口に占める60歳以上の区民の割合は、昭和54年は8.6%で、平成31年4月は25.8%です。
シルバー人材センターの会員数は、昭和54年度末は1,280人で、令和元年度末は2,697人です。65歳ま
での継続雇用の定着、更なる雇用延長が進む中で、ここ3年は微減となっています。
　年間を通じて実施しているお客様満足度調査においては、総合評価で75点以上が大半を占め、好評
価を受けています。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　シルバー人材センターが令和元年5月に策定した、令和元年度から令和5年度までの5か年の中期計
画「れいわライジングプラン」を基に、派遣事業を含め、就業開拓による就業機会拡大や地域貢献活
動への参加などを通じて、高齢者が生きがいなどを得られ、活力ある地域社会づくりに寄与する役割
を果たしていきます。また、計画期間の中間年にあたる令和3年度には、社会環境の変化等を踏まえ
て計画を見直します。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　就業人員、会員数ともに、令和元年度の対計画比は96％を超えましたが、 請負契約 などの件数は
91．7％と伸び悩んでいます。これは、新型コロナ感染症拡大防止のため、3月に業務が中止となった
影響によるものです。
　会員数が年々減少傾向になっていますが、就業実人員は平成30年度より19名増の1,974名と増にな
っており、未就業の会員へのＰＲの成果が表れたものと捉えています。

評価と課題

　シルバー人材センターは新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、多く会員が見込まれる3月の
入会説明会を中止したことで、会員数は目標に到達しませんでした。請負契約は令和元年度より934
万円減少し、目標を大幅に下回る結果となりました。また、地域貢献活動の一つである「シルバー孫
の手」事業は、令和元年度に比べ31件の増となり、地域の担い手としての役割に取り組んだ成果が表
れています。
　今後は、契約件数をあげるため、需用の多い家事、子育てサービスに対し適切に会員を配置するな
どの運営上の工夫について助言していきます。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 現状維持

予算の方向性の理由・
内容

　令和2年度の補助金の実績が大幅減であるのは、途中退職したベテラン職員と補充した新規職員の
人件費の差額などによるものです。引き続き、社会変化に応じ需要の少ない事業の見直しを行うなど
、スクラップ・アンド・ビルドの視点での取組が進むよう必要な助言を行います。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00145

事務事業名称 高齢者いきがい活動支援 款 04 項 01 目 02 事業 014 整理番号 159

現担当課名 高齢者施策課 係名 いきがい活動支援係 1164 159

既定事業

事業開始 昭和58年度 実行計画事業 目標 04

上位施策No・施策名 13 高齢者の社会参加の支援 予算事業区分

主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和元年度
高齢者施策課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 13 計画事業 01

概ね60歳以上の区民
ただし、高齢者の就業・社会参加支援は、概ね55歳以上
の在住・在勤者

根拠
法令
等

（１） 老人福祉法第4条

（２） 杉並区立高齢者活動支援センター及びゆうゆう館設置条
例

○高齢者が生きがいを高める活動・学習・就業の場を利
用して、地域の中で生涯現役で健康に暮らしていけるよ
うにする。

指標名（１） 支援対象の地域活動団体数

指標説明

指標名（２） 高齢者の就職成立件数

指標説明
○地域で役に立ちたい高齢者を社会貢献スタッフと
して登録、講師活動を実施する。
○杉の樹大学を法人に委託し各種講座の企画運営を
実施する。
○高齢者の就業・社会参加支援をＮＰＯ法人に委託
し実施する。

指標名（１）
杉並区後援の地域貢献事業の開催回数

指標説明

指標名（２）
社会貢献スタッフ年間延べ派遣人数

指標説明 社会貢献スタッフ登録者の年間実施回数

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 団体 6 6 6 6 6 6 100.0 82.4

活動指標（２） 2 回 14 25 9 20 11 20 55.0

成果指標（１） 3 回 85 85 108 110 76 0 69.1

成果指標（２） 4 人 1,149 1,200 1,132 1,200 871 0 72.6

事業費 5 千円 9,884 10,562 9,999 10,493 8,641 6,464
特記事項

元気高齢者地域活躍推
進事業の事業計画を縮
小したことにより、事
業費が減少しました。

0 0 0

10,457

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 9,851 10,413 9,965 8,614 6,464

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 1.55 0.80 0.94 0.90 0.80 0.70

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 13,316 6,873 6,962 6,785 6,131 5,259

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 23,200 17,435 16,961 17,278 14,772 11,723

単位当たりコスト
13 円 3,866,667 2,905,833 2,826,833 2,879,667 2,462,000 1,953,833

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 6,664 7,167 7,318 7,836 6,233 3,842

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 6,664 7,167 7,318 7,836 6,233 3,842

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 16,536 10,268 9,643 9,442 8,539 7,881

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 159

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

杉の樹大学運営委託 1 所 3,633

高齢者の就業・社会参加支援委託 1 所 2,606

元気高齢者地域活躍推進事業 1 所 2,368

その他（ 研修会講師謝礼ほか ） 34

事業実績

　杉の樹大学事業は、年間3期各8回の講座（延べ109名）と2回の公開講座（延べ40名）を実施しまし
た。
　高齢者の就業・社会参加支援事業は、個別相談を22回（延べ52名）実施、就業に関する講座を17回
開催（延べ193名参加）し、年間就業者は11名でした。
　元気高齢者地域活躍推進事業は、セミナーの受講者が14名、うち就業者は9名となりました。
　社会貢献スタッフが、まちの湯健康事業等で、手ぬぐい体操等の講師として活動しました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　区の高齢化率（65歳以上の総人口に占める割合）は、昭和50年7.4％、平成元年11.4％、平成31年4
月には20.9％と増加しています。
　杉の樹大学事業は、昭和59年に直営で開始しましたが、現在は公募型プロポーザルにより運営を法
人に委託しています。
　また、平成29年度から実施している元気高齢者地域活躍推進事業は、就業セミナー受講者に対し、
個別の相談をして就業先のマッチングを行い、安心して就業に就けたと受講者から好評を得ました。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　杉の樹大学事業では、高齢者の地域デビューのきっかけとなるような、興味を持てる講座を検討し
ていきます。また、会場での開催ができない場合などのオンラインによる講座の実施も検討します。
　元気高齢者地域活躍推進事業は平成29年度からの3年間の実施の効果を踏まえ、一部を除き令和元
年度で事業を廃止しました。令和2年度から事業の一部であった就業セミナーを高齢者の就業事業へ
移行します。同時に高齢者の就業事業については、より就業に直結させるため、就業体験や個別相談
の充実等による事業の強化を図ります。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　活動指標である高齢者の就職成立件数20件に対し、高齢者の就業・社会参加支援事業では11件の実
績となり、目標には達しませんでした。
　成果指標の地域貢献事業の開催回数と社会貢献スタッフ派遣人数の減は、新型コロナウィルス感染
症の影響で、令和2年3月の事業中止によるものです。
　成果指標となっている社会貢献スタッフ事業が廃止のため、令和3年度に改めて活動指標と成果指
標を定めます。

評価と課題

　杉の樹大学事業では、地域との関わりが薄い方や活動に踏み出せない方が、参加しやすいように通
年講座から年間3期各8回の講座に変更した結果、受講者数が27名から109名に増加しました。新しい
参加方法として、オンライン配信による講座も検討していきます。
　高齢者の就業・社会参加支援事業では、延べ193名の講座参加者がありましたが、就業者数は11名
で、講座の内容が就業に結びつかないことが課題です。元気高齢者地域活躍推進事業では、就業セミ
ナーの就労実習先を介護施設に絞ったことで、高齢者の労働力と介護施設の人手不足が結び付き、9
名が就業することができました。今後は、高齢者の就業者数が増加するよう取り組むため、これらの
事業の講座や就職セミナー等を見直し、高齢者の就業支援をさらに強化します。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 縮小

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）・実施主体の見直し

予算の方向性の理由・
内容

　杉の樹大学事業は、社会貢献意欲のある高齢者を支援するため、講座のカリキュラムを充実してい
きます。
　元気高齢者地域活躍推進事業は平成29年度からの3年間の実施の効果を踏まえ、一部を除き令和元
年度で事業を廃止しました。令和2年度から事業の一部であった就業セミナーを高齢者の就業事業へ
移行します。同時に高齢者の就業事業は就業に直結しない講座を廃止し、個別相談の回数を増やすな
ど就業強化したものに見直しました。
　社会貢献スタッフ事業は、平成23年に区直営の健康事業が終了し、社会貢献スタッフの派遣も終了
しましたが、平成23年以降も講師としての活動を支援するために、ボランティア保険等の加入支援を
続けてきました。しかし、講師としての活動を支援する区の役割は終了していると判断したため、事
業を終了しました。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00162

事務事業名称 ゆうゆう館の運営 款 04 項 01 目 02 事業 033 整理番号 173

現担当課名 高齢者施策課 係名 施設担当係 1153 174

既定事業

事業開始 昭和38年度

上位施策No・施策名 13 高齢者の社会参加の支援 予算事業区分

令和元年度
高齢者施策課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
60歳以上の区民及びゆうゆう館協働事業参加者、ＮＰＯ
法人等の協働事業実施団体

根拠
法令
等

（１） 杉並区立高齢者活動支援センター及びゆうゆう館条例

（２） 老人福祉法

○ＮＰＯ法人等との協働により、ゆうゆう館の管理運営
を効率的かつ利用者にとって魅力ある運営を行う。

指標名（１） 協働事業実施回数

指標説明

指標名（２） 協働事業年間参加者数

指標説明
○ゆうゆう館の受付業務及び館清掃等をＮＰＯ法人
等に委託する。
○効率的かつ魅力あるゆうゆう館として運営してい
くため、評価委員会を開催し、ゆうゆう館協働事業
実施団体に対する評価を行う。
○新たにゆうゆう館の協働事業実施団体を選定する
ため、選定委員会を開催する。
○ゆうゆう館の円滑な運営のため、運営団体と意見
交換を行う。

指標名（１）
ゆうゆう館部屋稼働率

指標説明 使用した回数÷使用可能枠数

指標名（２）
協働事業参加者の満足度

指標説明 （大いに満足＋満足）÷参加者数　利用者アンケート結
果より

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 回 10,833 10,500 10,801 10,500 9,691 10,500 92.3 99.7

活動指標（２） 2 人 120,471 118,000 117,804 117,000 105,222 117,000 89.9

成果指標（１） 3 ％ 49.6 50 51.6 50 51.7 50 103.4

成果指標（２） 4 ％ 97.5 90 97.1 90 97.8 90 108.7

事業費 5 千円 260,870 267,502 265,583 274,978 274,155 278,233
特記事項

0 0 0

270,509

（内）投資的経費等 6 千円 3,225 4,528 3,295

（内）委託費 7 千円 256,998 261,333 261,113 270,468 273,412

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 2.01 2.00 2.42 2.00 2.46 2.00

上記以外の職員 9 人 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 17,268 17,182 20,391 16,852 21,446 17,436

上記以外の職員 11 千円 2,355 2,355 2,471 2,471 2,464 2,464

総事業費
12 千円 280,493 287,039 288,445 294,301 298,065 298,133

単位当たりコスト
13 円 25,595 26,906 26,400 28,029 30,757 28,394

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 2,291 3,952 3,952 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 2,291 3,952 3,952 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 278,202 283,087 284,493 294,301 298,065 298,133

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 173

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

ゆうゆう館受付等業務委託（うち協働事業館32館） 32 館 270,420

協働事業館支援事業の実施（備品・消耗品購入） 5 館 3,564

ゆうゆう館評価委員会及び選定委員会開催 5 回 171

その他（ ）

事業実績

32館（ゆうゆう広場1館含む）で年間9,691回の協働事業が行われ、延べ10万5千人を超える参加者
がありました。利用した人数は395,007人でした。
　ゆうゆう館協働事業実施団体の評価は、平成29年度に開始した2団体を対象に、評価委員会を2回開
催して実施しました。
　また、令和元年度に協定期間が満了となる4館を対象に、協働事業実施団体を募集したところ、6団
体から応募があり、選定委員会を3回開催して4団体を選定しました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　受付等業務委託は、平成18年度の時点では16館（うち協働事業館9館）で行っていました。平成23
年度から区内32か所あるゆうゆう館の全てが、受付等業務委託館及び協働事業実施館となりました。
　ゆうゆう館の運営は順調に行われており、受託団体の接客姿勢についてもアンケートのほか、直接
、利用者からも満足との評価を得ています。また、利用者のニーズに合わせて内容を取り入れるなど
協働事業を幅広く行っています。一方、従来からゆうゆう館を利用していた高齢者団体等からは、希
望する日時での部屋の確保ができなくなり、自主活動がやりづらくなったなどの声が寄せられていま
す。なお、ゆうゆう阿佐谷北館は、令和元年12月に廃止となり、コミュ二ティふらっとへの移行まで
の間、代替施設としてゆうゆう広場を令和２年１月に東原中学校内に開設しました。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　高齢人口の増加に伴い、高齢者の活動の場としてゆうゆう館の必要性は、今後も大きく期待されま
す。高齢者のニーズに対応した館運営を行うために、区は評価及び選定を通して事業者の指導や支援
を行います。その一方で、杉並区区立施設再編整備計画では、ゆうゆう館は、多世代が身近な地域で
集うことができる地域コミュニティ施設（コミュニティふらっと）へと段階的に再編整備されること
になっています。再編後もコミュニティふらっとにおいて、高齢者が社会参加や交流、いきがい活動
の拠点の場としての役割を継承していきます。令和３年１月には阿佐谷、東原、馬橋のコミュニティ
ふらっとが開設します。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　協働事業参加者の満足度においては、目標値より高い数値を得ることができました。一方、ゆうゆ
う館の協働事業実施回数や協働事業参加者数、部屋の稼働率は、新型コロナウイルス感染症拡大予防
のため、ゆうゆう館を3月に休止した影響もあり、目標値から大きく下回りました。

評価と課題

　ゆうゆう館は高齢者の社会参加や交流、いきがい活動の拠点となっています。今後も、地域に根差
した施設として、高齢者の満足度がさらに上がるよう運営を行っていきます。
　また、杉並区区立施設再編整備計画では、地域コミュニティ施設（コミュニティふらっと）への転
用・再編整備を進めることとなっており、今後継承するゆうゆう館の機能と役割については関係課と
協力しながら適切な運営方法を確立します。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 縮小

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　高齢者の社会参加や交流、いきがい活動の場として、利用者の満足度がさらに上がるよう協働事業
の充実や受付業務の向上を受託事業者と連携を取りながら進めていきます。
　ゆうゆう館のコミュニティふらっとへの転用・整備については、引き続き関係各課と協力しながら
取組みます。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00163

事務事業名称 三療サービス 款 04 項 01 目 02 事業 034 整理番号 174

現担当課名 高齢者施策課 係名 いきがい活動支援係 1164 175

既定事業

事業開始 昭和48年度

上位施策No・施策名 13 高齢者の社会参加の支援 予算事業区分

令和元年度
高齢者施策課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
60歳以上の区民 根拠

法令
等

（１） 杉並区三療サービス事業実施要綱

（２）

○マッサージやはりによる施術を受けることにより、高
齢者の身体機能の維持・介護予防の促進・健康増進を図
り、いきいきと暮らせるようにする。

指標名（１） 三療サービス利用者数

指標説明 ゆうゆう館でのサービス利用人数

指標名（２）

指標説明
○ゆうゆう館で行うマッサージ・はり施術を「杉並
区高齢者三療サービス連絡協議会」に委託して実施
する。高齢者活動支援センターでは、指定管理者が
同協議会に再委託して実施する。

指標名（１）
利用率

指標説明 利用者数÷（当該年度4月1日付け）60歳以上の区民

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 人 5,246 5,760 5,128 5,760 4,655 5,616 80.8 90.2

活動指標（２） 2

成果指標（１） 3 ％ 3.6 3.9 3.5 3.9 3.2 3.8 82.1

成果指標（２） 4

事業費 5 千円 11,848 12,593 12,249 12,250 11,051 12,289
特記事項

0 0 0

12,077

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 11,532 12,229 11,901 10,992 11,972

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.10 0.10 0.10 0.10 0.50 0.90

上記以外の職員 9 人 0.90 0.90 0.90 0.90 1.00 0.30

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 859 859 843 843 4,359 5,736

上記以外の職員 11 千円 2,650 2,650 2,780 2,780 3,080 924

総事業費
12 千円 15,357 16,102 15,872 15,873 18,490 18,949

単位当たりコスト
13 円 2,927 2,795 3,095 2,756 3,972 3,374

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 6,119 6,296 6,296 6,265 6,265 6,333

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 6,119 6,296 6,296 6,265 6,265 6,333

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 9,238 9,806 9,576 9,608 12,225 12,616

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 174

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

三療サービス（ゆうゆう館）事業委託 4,655 人 9,614

その他（ シーツの洗濯料ほか ） 1,437

事業実績

　ゆうゆう館32館を利用し例年月40回、年間480回実施しています。令和元年度は、3月に新型コロナ
ウィルス感染症の拡大によるゆうゆう館の休館に伴う事業の中止があり年間440回に減少しました。
　実績数は4,655人です。はりとマッサージは希望制ですが内訳はマッサージ希望が3,769人（81％）
はり希望が886人（19％）です。ゆうゆう館における「はり」の実施の適否を検討した結果、廃止を
決定しました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　ゆうゆう館における利用数は、令和元年度は4,655人であり、過去5年同水準の利用傾向です。
　また、高齢者活動支援センターにおける利用数は、令和元年度は3,253人でこれも過去5年同水準の
利用傾向です。高齢者活動支援センターは平成24年5月以降指定管理者制度に移行し、指定管理者と
杉並区高齢者三療サービス連絡協議会との契約になったことから、事業予算は指定管理料から支出す
る形に変更しました。平成29年度にはプロポーザルにより同一の指定管理事業者に更新されました。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　区の施設整備再編計画に基づくゆうゆう館の地域コミュニティ施設への転換を契機に、三療サービ
スのあり方を検討していきます。
　利用者が固定化する傾向がみられますが、より多くの方に利用していただくため、ホームページや
ゆうゆう館での周知を強化していきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　計画に対する実績値は、平成30年度で89％、令和元年度で81％（新型コロナウィルス感染症の拡大
に伴う中止あり）となり、高い数値で経過しています。
　令和２年度は、新型コロナウィルス感染症の拡大によるゆうゆう館の休館に伴う事業の中止があり
、実績が下がることが予想されます。

評価と課題

　利用者の高齢化が一層進んでいることから、ゆうゆう館運営団体と連携して、利用者の健康管理面
に特段の注意を払っていきます。
　また、施術者の質の向上や接遇力の向上を支援していくために、利用者の声を反映させ、三療サー
ビス連絡協議会との意見交換を積極的に行っていきます。
　更に、ゆうゆう館運営団体の協力も得ながら、三療サービスの具体的な効果を確認するとともに、
介護予防・健康増進に向けた実施方法などについて検討します。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　健康増進や介護予防事業につなげていく取組として引き続き実施していきます。
　区の施設整備再編計画に基づくゆうゆう館の地域コミュニティ施設への転換を踏まえ、残るゆうゆ
う館における三療サービスのあり方や、適正な利用者負担額などについて検討していきます。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00164

事務事業名称 敬老事業 款 04 項 01 目 02 事業 035 整理番号 175

現担当課名 高齢者施策課 係名 いきがい活動支援係 1165 176

既定事業

事業開始 昭和25年度

上位施策No・施策名 13 高齢者の社会参加の支援 予算事業区分

令和元年度
高齢者施策課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
○敬老会 75歳以上の高齢者
○祝い品 75歳（28年度まで）、81歳、90歳（29年度よ
り）、100歳以上の高齢者

根拠
法令
等

（１） 老人福祉法第4条、5条、第13条第１項

（２） 杉並区敬老事業実施要綱

○敬老事業が対象者の日常生活に、新たな価値や意味を
見出すきっかけとなり、健やかに充実した後期高齢期を
過ごし、意欲や活力が高められるようにする。

指標名（１） 敬老会参加者数

指標説明

指標名（２） 祝い品贈呈者数（81歳、90歳、100歳以上）

指標説明
○高齢者の長寿を祝うため、式典及び演芸会を開催
する。
○対象者に敬老祝い品（81歳、90歳）、長寿祝い品
（100歳以上）を贈呈（戸別配送）する。
○在宅で生活している100歳以上の男女1名ずつ、区
長が訪問し、直接贈呈を行う。

指標名（１）
敬老会来場率

指標説明 来場者÷対象者数

指標名（２）
祝い品交換率

指標説明 交換者÷対象者数

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 人 5,662 6,000 5,129 6,600 6,322 6,800 95.8 88.6

活動指標（２） 2 人 6,108 6,430 6,064 6,400 5,907 5,894 92.3

成果指標（１） 3 ％ 9.1 9.3 8.1 10.0 9.8 10.2 98.0

成果指標（２） 4 ％ 97.9 100 98.2 100 97.6 98 97.6

事業費 5 千円 31,842 38,140 34,856 39,882 35,330 40,778
特記事項

執行残の主たる理由は
、敬老祝い品の入札落
差金によるものです。

0 0 0

14,133

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 12,230 13,945 13,588 13,801 14,444

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 1.80 1.80 1.80 1.70 2.18 1.50

上記以外の職員 9 人 0.10 0.10 0.10 0.10 0.00 0.30

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 15,464 15,464 13,969 10,332 14,237 10,967

上記以外の職員 11 千円 294 294 309 309 0 924

総事業費
12 千円 47,600 53,898 49,134 50,523 49,567 52,669

単位当たりコスト
13 円 8,407 8,983 9,580 7,655 7,840 7,745

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 7,434 8,732 8,731 8,785 8,034 7,650

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 7,434 8,732 8,731 8,785 8,034 7,650

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 40,166 45,166 40,403 41,738 41,533 45,019

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 175

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

敬老会開催 6,322 人 16,521

敬老祝い品贈呈 5,907 人 18,809

その他（ ）

事業実績

　敬老会事業は、毎年好評で、クラッシックのみならず他の音楽の分野にも造形の深い日本フィル交
響楽団による弦楽アンサンブルとソプラノ歌唱の演奏会を実施しました。また、民間業者と契約し、
広告収入1989千円を得ることができました。
　敬老祝い品は81歳と90歳の方にカタログギフトによる祝い品を贈り、100歳以上の方にカタログギ
フト、肌着セットから1点選択していただく形で祝い品を贈りました。さらに、在宅で生活している1
00歳以上の男女1名ずつを区長が訪問し長寿を祝い、花束の贈呈をしました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　対象である75歳以上の人口は、敬老事業が開始された頃と比較すると、昭和27年は約3,000人、令
和元年は約66,000人で22倍となります。
　敬老会は、昭和25年から開催が始まり、平成30年度では3日間計9回公演となりました。
　祝い品については、100歳以上の長寿祝いが平成2年度から、81歳の祝い品が平成12年度から、75歳
の祝い品が平成15年度から（平成28年度で終了）、90歳の祝い品が平成29年度から開始され、現在に
至っています。敬老祝い品のカタログギフト（100歳以上は平成14年～、75、81歳は平成21年～）は
、個人の嗜好に合わせて商品を選択できるので、楽しみにしているという声が多数あります。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　令和2年度敬老会は、新型コロナ感染症の拡大防止のため、開催を中止しました。敬老会は今後「
新しい日常」の下にコロナ感染防止対策をしつつ、慎重に開催について検討していきます。
　敬老祝い品については、高齢者人口の増加に伴い、対象者の増加が見込まれます。今後は対象年齢
の引き上げや祝い品の内容を含め、敬老祝い品事業全体の見直しを図ります。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　敬老会の対象者は年々増え、来場者率は、令和元年度9.8％と対象者の1割に迫っており、今後も増
え続ける見通しです。
　敬老祝い品の交換率は高い水準で推移していますが、対象者の死亡・転出や、自由意志による交換
の辞退などにより、成果目標の100％は未達となっています。

評価と課題

　令和元年度の敬老会は、介護士と看護師の増員強化も含め、事業企画、設営案内・誘導を業者へ委
託したことで、3日間で6,322人もの高齢者が参加しましたが、怪我人が出ることなく、無事終了する
ことができました。また、民間業者と契約し、広告収入をあげることができました。今後は、やがて
来る団塊の世代が参加対象となるのを見据え、敬老会のあり方を検討していきます。
　交換率もよく、好評である敬老祝い品については、高齢者人口のさらなる増加を見越した見直しが
課題です。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 現状維持

予算の方向性の理由・
内容

　敬老会の開催については、新型コロナ感染症防止対策をしつつ、開催する方向ですが、今後は75歳
以上の高齢者の増加を視野に入れながら、より適正な形での実施へ見直していきます。敬老祝い品に
ついても同様に取り組みます。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00165

事務事業名称 長寿応援ポイント事業 款 04 項 01 目 02 事業 036 整理番号 176

現担当課名 高齢者施策課 係名 長寿応援ポイント担当 1166 177

既定事業

事業開始 平成21年度 実行計画事業 目標 04

上位施策No・施策名 13 高齢者の社会参加の支援 予算事業区分

令和元年度
高齢者施策課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 13 計画事業 02

地域貢献活動、健康増進活動等は60歳以上の区民
いきがい活動は、75歳以上の区民

根拠
法令
等

（１） 杉並区長寿応援ポイント事業実施要綱

（２） 杉並区長寿応援ポイント事業運営会議設置要綱

高齢者の外出を促し、健康長寿や社会参加を応援すると
ともに、地域包括ケアへの取り組みの中で、地域のささ
えあいが進展することを目指す。

指標名（１） 活動登録グループ件数（新規）

指標説明

指標名（２） ポイント交換者数（延べ）

指標説明
○区が認定した「地域貢献活動」等への高齢者の参
加に対してポイントを配布する。貯めたポイントは
、地域貢献活動団体に助成する目的で設置した長寿
応援ファンドや各種基金等への寄付及び区内共通商
品券の交換等に充てる。
○業務は民間事業者への委託により行う。

指標名（１）
65歳以上の高齢者でいきがいを感じている人
の割合

指標説明 区民意向調査による

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 件 80 100 87 100 78 90 78.0 99.7

活動指標（２） 2 人 7,785 9,500 8,068 9,500 7,374 8,000 77.6

成果指標（１） 3 ％ 76.9 90 75.5 90 75.5 935 83.9

成果指標（２） 4

事業費 5 千円 99,715 98,532 97,213 97,799 97,462 99,650
特記事項

0 0 0

38,877

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 41,112 38,972 37,942 38,810 40,296

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 1.50 1.50 1.50 1.50 1.10 1.00

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.40

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 12,887 12,887 12,639 12,639 9,590 8,718

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 1,232

総事業費
12 千円 112,602 111,419 109,852 110,438 107,052 109,600

単位当たりコスト
13 円 1,407,525 1,114,190 1,262,667 1,104,380 1,372,462 1,217,778

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 22,317 21,283 21,268 20,901 20,463 21,827

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 22,317 21,283 21,268 20,901 20,463 21,827

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 90,285 90,136 88,584 89,537 86,589 87,773

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 176

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

長寿応援ポイント事業業務委託、ゆうゆう館での受付業務委託 38,805

長寿応援ポイント事業活動認定会議等の開催 8 回 174

事業紹介冊子、ポイントシール印刷ほか 1,687

電子複写機賃貸借、保守、消耗品購入 1,817

その他（ 商品券の購入ほか ） 54,979

事業実績

　令和元年度末の登録活動数は1,500件で、平成30年度末の1,483件から1.1%の増加となりました。
　長寿応援ファンドを活用し、高齢者の健康づくりや、誰もが住みやすいまちづくりを進める活動と
して、6団体に助成を行いました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　事業開始年度である平成21年10月の区内65歳以上人口は103,024人でしたが、令和2年4月現在では
、119,687人に増加しています。
　高齢者の活動参加へのポイント配布については、「参加意欲が向上する」「新規参加者を活動へ誘
うきっかけとなった」等の声が届いています。その一方で、ポイント取得を前提としたボランティア
活動に対する疑問や、事業の効果が見えにくいという意見も寄せられています。
　また、長寿応援ファンド助成を受けた活動団体からは、「事業実施の環境が整ったことで、充実し
た活動ができた」等の評価を得ています。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　高齢化社会において、高齢者が地域活動への参加を通して共に支え合い、いきいきとした高齢期を
過ごすことができる社会を目指す取り組みが必要となります。本事業についても、地域包括ケアシス
テムの枠組みの中で、より一層介護予防や地域貢献活動を促進する事業となるよう、課題を整理した
上で事業の見直しを進めていきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　令和元年度末の登録活動数は、1,500件（新規78件）となりました。新規参加者がより活動に参加
しやすい事業となるよう、事業の見直しを進めていきます。

評価と課題

　登録活動数は、平成21年度の事業開始以来増加を続けており、様々な地域活動が行われるようにな
りました。その一方で、参加者の固定や事業の効果が見えにくい等の課題があります。
　また、地域に貢献する公益的な活動や、様々な世代を支援する活動に対して助成を行う長寿応援フ
ァンド助成については、申請数、助成活動数ともに減少傾向にあります。
　今後の高齢化社会を見据え、介護予防や費用対効果の観点からも、事業のあり方について、検討・
見直しを行います。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）・対象の見直し

予算の方向性の理由・
内容

　登録活動数の増加に伴い、引き続き事業参加者数の増加が見込まれますが、予算は現状維持とし、
課題を整理しながら、事業を見直します。また、長寿応援ファンドのあり方についても、検討・見直
しを行います。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00225

事務事業名称 高齢者活動支援センターの維持管理 款 04 項 01 目 06 事業 012 整理番号 230

現担当課名 高齢者施策課 係名 施設担当係 1153 237

既定事業

事業開始 昭和58年度

上位施策No・施策名 13 高齢者の社会参加の支援 予算事業区分

令和元年度
高齢者施策課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
高齢者活動支援センター、高齢者ゲートボール場 根拠

法令
等

（１） 老人福祉法第4条、第5条の3、第15条、第20条の7

（２） 杉並区立高齢者活動支援センター及びゆうゆう館条例

○高齢者活動支援センターを運営し、高齢者の生涯現役
の地域拠点として社会参加の拡充を図る。
○高齢者の自主的団体活動を支援し、新たな生きがい作
りや仲間作りを促進し、元気高齢者の増加に寄与する。
○スポーツ活動（ゲートボール）を通して高齢者の社会
参加の機会を拡充し、元気高齢者の増加を図る。

指標名（１） 高齢者活動支援センター登録団体数

指標説明

指標名（２） 団体利用回数

指標説明
〇60歳以上の区民の福祉の増進を図るため、各種相
談や健康増進、介護予防、教養の向上、レクリエー
ションに関することのほか、生きがい活動の支援や
多世代との交流を実施するために設置された高齢者
活動支援センターの維持管理を指定管理者により行
う。
○高齢者ゲートボール場を管理・運営する。

指標名（１）
高齢者活動支援センター利用率

指標説明 講座室等利用回数÷利用可能枠数

指標名（２）
ゲートボール場利用率

指標説明 利用回数÷利用可能枠数

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 団体 85 80 82 80 75 80 93.8 99.9

活動指標（２） 2 回 2,739 2,800 2,833 2,800 2,697 2,800 96.3

成果指標（１） 3 ％ 70.7 85.0 68.2 85.0 69.4 85.0 81.6

成果指標（２） 4 ％ 50.8 60.0 51.1 60.0 49.3 60.0 82.2

事業費 5 千円 72,593 65,005 64,965 65,665 65,620 65,999
特記事項

0 0 0

65,561

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 72,152 64,902 64,881 65,560 65,895

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.38 0.40 0.48 0.40 0.53 0.40

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 3,265 3,436 4,044 3,370 4,621 3,487

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 75,858 68,441 69,009 69,035 70,241 69,486

単位当たりコスト
13 円 892,447 855,513 841,573 862,938 936,547 868,575

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 75,858 68,441 69,009 69,035 70,241 69,486

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 230

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

運営管理（指定管理者） 65,251

建物管理委託 33

賃借料の支出 55

ゲートボール場清掃等委託 276

その他（ 光熱水費、消耗品購入費など ） 5

事業実績

　高齢者活動支援センターの利用者のため、電位治療器の借り上げ及び保守管理を行いました。
　高齢者ゲートボール場の利用者が快適に使用できるように便所清掃や樹木剪定等ゲートボール場の
維持管理を行いました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　高齢者活動支援センターは昭和58年の開設後、隣接する杉並清掃工場の建替工事に伴い、大規模改
修工事を実施し、平成24年5月からはより効果的かつ効率的な運営の下、利用者がより一層利用しや
すい施設とするため指定管理者制度を導入しました。また、平成29年度には、はつらつルームを保育
室に転用しています。利用については、高齢者団体から行政が講座室・多目的室を使用する頻度が高
いとの意見が寄せられました。
　高齢者ゲートボール場登録団体数は平成12年度の29団体をピークに減少し、令和元年度末では14団
体となっています。利用者からはグランドの整備や樹木剪定等の要望が寄せられました。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　高齢者活動支援センターの利用率は、これまでの実績から引き続き70%前後の水準で推移すると推
定されます。
　高齢者ゲートボール場登録団体数は、ゲートボール人口の増加が見られないことから、今後もゆる
やかな減少傾向は継続すると考えられます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　高齢者活動支援センターの利用率は、3月に新型コロナウイルス感染症拡大に伴う施設の休止を行
ったため、利用率の目標値を下回りました。
　ゲートボール場の利用率も同様に3月に休止期間を設けたため、目標値を下回りました。。

評価と課題

　各講座室と多目的室の稼働状況は合わせて69％の状況で稼働し、中でも多目的室は90%の稼働率で
す。高齢者団体の使用が半数以上を占め、高齢者のいきがい活動等の支援に寄与しています。また、
運営する指定管理者と区との役割分担を明確にしており、特に指定管理者が実施する「地域懇談会」
は、地域の関係者と意見交換を行うなど施設の円滑な運営に役立っています。今後も地域活動の拠点
となるよう、指定管理者と区の連携の強化を図りながら円滑な運営に取組みます。。
　高齢者ゲートボール場については、高齢者の健康維持に寄与していますが、一部の利用者に限られ
、また利用団体数が減少傾向にあります。今後の施設のあり方について検討を進めます。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）・実施主体の見直し

予算の方向性の理由・
内容

　高齢者活動支援センターでは、利用者の意見に基づく利用方法の改善や地域活動の拠点として社会
参加の充実を図る事業等について、指定管理者と引き続き協議・検討を行います。
　高齢者ゲートボール場の使用については、一部の利用者に限られ、また、その利用者において減少
傾向にありますが、高齢者のいきがい活動を支援するため、施設の維持管理を行います。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00226

事務事業名称 ゆうゆう館等の維持管理 款 04 項 01 目 06 事業 013 整理番号 231

現担当課名 高齢者施策課 係名 施設担当係 1153 238

既定事業

事業開始 昭和38年度

上位施策No・施策名 13 高齢者の社会参加の支援 予算事業区分

令和元年度
高齢者施策課 事業評価区分 施設維持管理

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
ゆうゆう館 根拠

法令
等

（１） 杉並区立高齢者活動支援センター及びゆうゆう館条例

（２） 老人福祉法第4条

○元気な高齢者の声が響き渡る地域社会が形成できるよ
う、生涯現役社会の地域拠点として、ゆうゆう館が高齢
者のみならず地域住民の「いきがい学び」「ふれあい交
流」｢健康づくり」「憩い」の場として幅広く活用され
るようにする。

指標名（１） 年間延べ利用者数

指標説明

指標名（２） 利用団体数（高齢者活動登録団体）

指標説明
○利用者がゆうゆう館32館(ゆうゆう広場1館含む）
を安全かつ快適に利用できるように維持管理を行う
。

指標名（１）

指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 人 444,103 460,000 442,872 460,000 395,007 460,000 85.9 92.7

活動指標（２） 2 団体 1,130 1,150 1,172 1,150 1,155 1,150 100.4

成果指標（１） 3

成果指標（２） 4

事業費 5 千円 70,520 77,453 75,793 81,629 75,690 176,977
特記事項

0 0 0

33,359

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 27,945 33,806 32,267 31,942 131,166

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 1.43 1.60 1.92 1.60 1.93 1.60

上記以外の職員 9 人 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 12,285 13,746 16,178 13,482 16,826 13,949

上記以外の職員 11 千円 589 589 618 618 616 616

総事業費
12 千円 83,394 91,788 92,589 95,729 93,132 191,542

単位当たりコスト
13 円 188 200 209 208 236 416

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 83,394 91,788 92,589 95,729 93,132 191,542

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 231

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

光熱水費の支出 32 館 32,517

施設保守管理委託 32 館 25,822

消耗品購入、修繕、家屋等修繕 32 館 9,719

ゆうゆう広場開設工事 32 館 4,655

その他（ 物品・機器リース、電話料金、物品保守委託、負担金の支出ほか ） 2,977

事業実績

　ゆうゆう館の利用者が安全かつ快適に利用ができるように、施設修繕、施設保守管理委託などを行
うとともに、老朽化した物品の買い替え及び不足している物品の購入を行いました。
　また、ゆうゆう広場の開設に関する工事を行いました。

手段・方法の見直し（改善）・対象の見直し

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

予算の方向性の理由・
内容

　築40年以上の施設が半数以上を占め、建物や設備の老朽化が進んでいますが、令和3年度において
もその修繕や保守点検を的確に行い、施設の維持管理を行います。
　また、令和3年1月に3箇所のゆうゆう館がコミュニティふらっとへ移行するため、令和2年度に比べ
、令和3年度の維持管理費は削減の方向になります。

評価と課題

　ゆうゆう館の施設・設備の維持管理を行うことで、利用者が安全かつ快適に施設を利用することに
貢献できました。しかし、築40年以上のゆうゆう館が半数を占めていることから、老朽化に伴い施設
維持に必要な修繕が増えてきています。今後も杉並区区立施設再編整備計画の進捗状況も確認しなが
ら、優先して修繕する建物及びに設備を精査し、引き続き利用者が安全かつ快適に利用できるよう施
設の維持管理を行います。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 縮小

　Ⅱ.事業の改善の方向性


